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医薬品、生体材料、医療機器が有効に利用されるために、それらの機能性や安全性を適正に評価するモ
デルの開発は重要です。動物実験代替の必要性から、　　　　 において生体内環境の再現を追求した
モデルの開発を手掛けています。三次元細胞培養技術を応用したオルガノイドシステムと、生体の反応性
を定量評価するための細胞応答性マーカー遺伝子発現評価系を組み合わせたシステムの構築を目指し
ています。

【研究シーズの概要】

●医薬品開発・安全性評価
●生体材料開発・安全性評価
●医療機器安全性評価

【産業界での展開・用途】
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生体内環境の再現を追求した
　　　 オルガノイドシステムの開発

【研究シーズテーマ】

生命学部 生体医工学科 教授 十川 千春

研究分野：医歯薬学（基礎医学）
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●動物実験の代替えとしての利用
●高い定量性と感度
●迅速性と簡便性

【新規性・独自性・従来研究（技術）と比べての優位性】
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